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＜特集＞自然科学系図書館開館記念シンポジウム

これからの学術コミュニケーション
－電子ジャーナル・オープンアクセス・機関リポジトリ－

平成１７年１１月２２日（火），自然科学系図書館において同館の開館を記念して「これからの学術コミ
ュニケーション」をテーマとするシンポジウムを開催しました。
基調講演では千葉大学文学部竹内比呂也助教授が学術コミュニケーションの現状を概観した上で，
機関リポジトリの重要性を示唆されました。
事例報告では，学会誌発行の立場から（社）日本動物学会事務局長永井裕子氏，大学現場から北海
道大学附属図書館杉田茂樹氏，電子ジャーナルを提供する企業の立場からエルゼビア・ジャパン（株）
高橋昭治氏により，電子ジャーナル，オープンアクセス，機関リポジトリの今後の在り方についての
意見及び問題提起がありました。
パネル討議では，本学自然科学研究科森本章治教授の司会により，学術コミュニケーションの現状
と課題について，学内外から約９０名の参加者も交え熱い討論が交わされました。

◆基調講演

学術コミュニケーションの現状と改革
－機関リポジトリとオープンアクセスを中心に－

千葉大学文学部助教授
附属図書館ライブラリー・イノベーション・センター 竹内 比呂也

学術（科学）コミュニケーションは「研究者
の研究者による研究者のため」のコミュニケー
ションであり，「フォーマル」と「インフォー
マル」の峻別，学術雑誌の独占的な地位，そし
て「査読」制度による質のコントロールといっ
た特徴を有してきた。現在の電子情報環境下に
おいてもこのような特質が保たれているのだろ
うか。また，わが国では１９９０年代にいわゆるシ
リアルズ・クライシスが発生したが，これは単
に図書館におけるコレクション形成の問題とし
てではなく，学術コミュニケーション全体の危
機として考えるべきものであった。これへの対
応策としては，ビッグディール，代替雑誌の出

版，オープンアクセスアーカイブ／リポジトリ
といったことが考えられてきたが，これらは学
術コミュニケーション全体にどのような影響を
与えてきたのであろうか。
ビッグディールは電子ジャーナルの登場によ
って可能になったビジネスモデルであり，同時
に図書館協力の形態としてのコンソーシアムに
光をあてることにもなった。また結果的にはわ
が国の国立大学附属図書館における ILL 依頼
件数の減少をもたらしており，学術雑誌の供給
形態としてもはや後戻りできないところにきて
いる。
代替雑誌とは，一部の商業出版社によって出
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版されている高額な雑誌に代わる低価格の雑誌
のことを指す。この出版を推進してきた団体と
しては SPARCがよく知られている。代替雑誌
は一定の成功をおさめたと評価できるが，図書
館からみれば買わなければならない雑誌のタイ
トル数を増やしただけという声も聞かれる。
オープンアクセスは様々に定義されるが，こ
れはインターネット上で自由にアクセスでき，
かつ利用においても障壁がない状態をさす。
２００２年２月のBudapest Open Access Initiative 以
来，政府，大学，研究助成機関，研究者，出版
者，学会などがこれに関わる様々な方針を打ち
出してきた。とりわけ英米での動きには目を見
張るものがある。わが国でも，第３期科学技術
基本計画の原案（２００５年１１月１１日公表）におい
て，研究助成を受けた研究の成果としての論文
について，一定期間を経た後のインターネット
等による無償閲覧に対する期待が表明されてお
り，政策的な関心が寄せられていることがわか
る。
オープンアクセス実現の方策としては，オー
プンアクセス雑誌とセルフアーカイビングがあ
る。オープンアクセス雑誌は，Directory of Open
Access Journals によれば世界で１，８８８誌ある。
わが国では大学紀要のほとんどがオープンアク
セス雑誌であり，また J-Stage においても２４５誌
中１８９誌に”Free"印がついている。これらの雑
誌の出版にかかる経費は出版する側（著者も含
む）が全面的に負担する形となっているが，そ
のような形が望ましいかどうかには議論の余地
がある。
セルフアーカイビングのなかで最も早く始め

られたのが主題別の e-Print アーカイブである。
これは１９９１年にGinsparg によって始められた
arXiv を嚆矢としているが，そもそも研究者の
自発的な活動である。元来プレプリントの交換
がさかんであった高エネルギー物理学等では定
着したが，化学分野ではうまくいかなかった。
一方機関リポジトリは，２００２年に SPARCによ
る二つの基本的文書によって急速に認知される
に至った。Clifford Lynch によれば「大学とそ
のメンバーが作り出したデジタル資料の管理や
普及を行うために，大学がそのコミュニティに
対して提供する一連のサービス」であり，今日，
学術コミュニケーションシステムの変革のため
の重要な方策であると同時に，各大学がその認
知度，社会的な価値を高めるために必要なもの
とも言える。機関リポジトリは，２００５年１０月２７
日現在，世界の４８１の機関に存在している。地
域的なばらつきがあり，ラテンアメリカ，アジ
ア太平洋地域に多く存在する。現時点では各リ
ポジトリに蓄積されている情報量はまだ少なく，
カリフォルニア大学の e-scholarship でも９，５２１
件（２００５．１１．２０現在）である。何を蓄積する
かについての認識にもかなりばらつきがあるし，
また研究者の自発的な登録に期待できるか，登
録を強制するような制度化が必要かといった議
論がある。
出版社は機関リポジトリに対して当初拒絶的
態度をとっていた。雑誌に採択された論文のプ
レプリントをサーバから削除するよう要請した
り，学会がプレプリントサーバで公開された論
文の投稿を拒否するといった事態も生じたが，
最近は機関リポジトリへの「著者最終版」の登
録を認める雑誌が増加しており，これらはグリ
ーンジャーナル（Green Journal）と呼ばれてい
る。SHERPA project に よ れ ば，２００５年１１月６
日現在学術雑誌の９３％がグリーンジャーナルと
なっている。
このような動きのなかで学術雑誌の地位は揺
らいでいるだろうか。学術雑誌の価値は「査読」
（質のコントロール機能）に支えられており，
その地位は全く揺らいでいない。現時点では機
関リポジトリは雑誌を補完するものであり，リ
ポジトリに論文が登録されることで雑誌のアク
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セス回数が増えたり，引用回数が増えるといっ
た現象が見られている。しかし，学術雑誌が学
術コミュニケーションにおける唯一のフォーマ
ルなコミュニケーションの手段とは言えなくな
る可能性は高くなっている。機関リポジトリの
制度化が進み，リポジトリへの登録件数がもっ
と多くなった時には，システム全体に大きな変
化が生じる可能性が高い。
学術コミュニケーションにおける大学図書館
の機能は，研究資源としての一次資料の蓄積拠
点であり，蓄積に基づくサービスを提供するこ
とにあった。電子情報環境下においてこれを新
たな形で継承するのが機関リポジトリであると
いえよう。機関リポジトリは字義通りに「リポ
ジトリ」なのであり，まずは蓄積を形成するこ

とが重要である。高等教育・研究機関において
図書館がそれに取り組むのは，組織化という他
にはない技能が図書館や情報サービス機関には
あるからである。また，電子的な情報の長期保
存が今後重要な課題となると思われる。それと
同時に，これまでのストックの活性化も大きな
課題となるだろう。Open Content Alliance のよ
うな電子化プロジェクトが動き始めているが，
何を電子化するのかという問題がある。またこ
れまでの組織化の質の問題，すなわち主題分析
／主題表現の弱さをどう克服するかという課題
もある。これらを乗り越えた真に統合された学
術情報へのアクセス環境の創出が学術コミュニ
ケーションを支える図書館サービスとして今後
より一層強く求められている。

◆報 告１

研究者は何を選択するか
ー購読料・投稿料そして機関リポジトリ

UniBio Press 代表・SPARC/JAPAN
社団法人日本動物学会事務局長 永井 裕子

２００４年という年は，学術情報流通に携わるす
べての人々が，オープンアクセスに明けて，オ
ープンアクセスに暮れたと言えるだろう。この
１０年あまりの間，それは限られた研究者の間で
論争され，「学術情報流通のある理想的な状態」
として，認識されていた。インターネットが発
達し，研究者がセルフ・アーカイビングに勤し
めば，いつの日か，「すべての論文は，いつ，
誰でも，どこからでもアクセス」できるように
なるのだと Stevan Harnad は主張していたし，
今も主張し続けている。そうなれば，高い購読
料でジャーナルを購入する必要もなくなるのだ
と―。今や，我々は，インターネットから解放
されることはないともいえる時代に生きている。
学術情報を得るために，インターネットでKey
Word を入力し，検索をかける。出てきた論文，
情報はアクセス制限されていない限り，いつ，
どこにいても自由に閲覧することが可能なので

ある。さて，ARLにより開始された SPARC運
動は，２００４年にオープンアクセス全面支持に舵
を取り，現在の学術情報流通システムを変革し
ようとした。一昨年７月に発表された「NIH
から助成を受けた研究成果は６ヶ月以内に
BioMed Central へリポジトリしなさい」という
方針は，「１２ヶ月以内にリポジトリしたい人は
してください」ということになり，当初の意気
込みから比べれば，今では何をしたかったのか
さえわからない結果となった。米国 SPARCの
真の目標は，オープンアクセスによる「ジャー
ナル価格高騰の破壊」だったのか？しかし，そ
れは可能なことなのだろうか？納税者への説明
責任は，「情報が誰にでも手に入れられる状況」
を作り出すことで良いのだろうか？我々が確認
すべきは，より良い学術情報流通とは主体であ
る研究者にとってより良いあり方でなければな
らないということである。なぜならオープンア
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クセスは最初からそのためのものであったから
だ。研究者は，情報の受け手としてあるだけで
はなく，情報の発信者であり，また時にジャー
ナルの編集者でもあり，査読者でもあり，また
情報を売買する折の受益者でもあり，情報その
ものの責任者でもある。また２１世紀の学術情報
の世界には，主体である研究者以外に商業出版
社，学会，学会出版社，図書館，大学，政府，
助成機関という諸々の役割を担う関係者がお互
いに関わりをもって存在もするのである。学術
誌の高騰は，大きな問題であるが，研究者が必
要とするジャーナルの価格が高くなることは市
場原理であり，また，商業出版社は学協会へ利
益を還元しており，学協会はその利益を次の事
業に回している（すべての学会にあてはまらな
いまでも）。現状の学術情報流通システムは，
堅牢なものであり，そこには数多くの利害関係
者が存在している。学術誌の高騰を抑制するた
めの努力は怠るわけにはいかないが，オープン
アクセスだけで，伝統的な購読料モデルを破壊
するというのは，今すぐを望むことは，困難で
あろう。オープンアクセスは，「学術論文への
障壁なきアクセス」であり，それはより良い学
術情報流通という目標にのみ意義を持ち，その
副次的な結果として，いつの日かはジャーナル
の価格高騰を抑制するかもしれない―――とい
うように考えるべきなのではないか。
JISC が出したパンフレットによれば，オー
プンアクセスを可能にできる有効な手段は，投
稿料モデルと機関リポジトリであるとされる。
投稿料モデルは著者が，「そのジャーナルの出
版費を投稿料で賄う」ということであリ，それ
は「図書館等から得ていた購読料収入ではなく，
投稿料で賄うことにより，アクセス制限を外
す」ということによって，オープンアクセスを
可能にするという意味である。しかし，日本の
学会で，投稿料モデルを作ることができるジャ
ーナルは存在するのであろうか。投稿料モデル
を採用できるのは，何よりも投稿料で，刊行経
費の多くを賄っていなければならない。またそ
れは同時にすでに知名度の高いジャーナルであ
リ，研究者が投稿を是非したいジャーナルであ
る必要がある。さて，日本の学会誌の多くは，

会費等で，出版を行ってきており，ジャーナル
を販売するという意識はなかなか育たなかった。
会員のためのジャーナルだったのである。購読
料収入によってジャーナル刊行を行っている学
会は日本にはあるのだろうか？そして，そのよ
うな学会が，購読料を捨て，投稿料モデルを採
用し，オープンアクセスにするとすれば，その
意義を何に求めるのであろうか。よりたくさん
の読者であろうか，学術情報の拡大であろう
か？すでに，電子ジャーナルが通常のあり方と
なった今，電子ジャーナル発信だけで，ジャー
ナルの存在を高めることはできない。むしろ，
冷静に考えれば，冊子のときよりも，電子ジャ
ーナルとなった場合は，様々なサービス，機能
を装備することが要求される。STMジャーナ
ル分野は，「ジャーナルは電子ジャーナルなの
である」。電子ジャーナルであるというだけで，
オープンアクセスだけで，ジャーナルの地位を
高め，引用を増やすことが可能だという考えが
あるが，それは本当なのだろうか。より良い内
容を持った，知名度の高いジャーナルならそれ
はさらに強力なものとなる。だが，「強いジャ
ーナルが電子ジャーナルである時代に，見えな
いジャーナルが，電子ジャーナルになるだけで，
引用が増える，知名度があがる」のだろうか。
さて，昨年６月にRCUKが出した提案が，２００６
年の早い時期に確定される可能性を持っている。
学術誌へ掲載後，直ちに，「an appropriate e-print
repository」にリポジトリしなさいというこの
提案には，昨年夏，NIH同様にまた多くの意
見が寄せられた。反対意見の中心はALPSP の
サリー・モリスが出したものである。その内容
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は，RCUKの提案は学術出版を悲惨な結果へ
と導くとまで言わせたのであるが，「機関リポ
ジトリ」は本当に，わけても学会出版にとって
「対立するもの」なのだろうか。最後に，今後
の学術情報流通について私見ながら，箇条書き
で述べさせていただきたい。
１．オープンアクセスは，学術情報流通へのよ
り良いアクセスの方法として，存在し続け
る。ただし，それだけが学術情報流通のあ
り方になることは，現時点は考えられない。

２．図書館での購読，つまり今後も IP でのサ
イトライセンシングは，学術誌にとっては
有効で，より良い学術情報流通のあり方で
ある。図書館購読されていることが，学術
誌の最低条件であり，また適正な購読料設
定が重要である。

３ RCUKの提案，an appropriate e-print repository
に，出版が決定された論文の著者版や出版
版を即座にリポジトリするという内容は，
学術情報流通を最大にする，つまりオープ
ンアクセスを可能にする筋の良い提案であ
ると考えている。

４．限られた中での学術情報発信である「冊
子」から電子ジャーナルへの移行は，革命
であった。また電子ジャーナルのあり方か
ら，セルフアーカイビング，機関リポジト
リという概念によって，学術情報を最大限
に流通させようという考え方も，革命であ
る。しかし，この二つの革命には，大きな
違いがある。前者は，「テクノロジー」に

よる革命である。そして，後者は，研究者
の９０％以上が，この革命の賛同者となって
はじめて起きる革命である。

SPARC
http://www.arl.org/sparc/
http://www.nii.ac.jp/sparc/

オープンアクセス関連（日本語）
http://www.openaccessjapan.com/

機関リポジトリ（国内）
千葉大学
http : //mitizane.ll.chiba-u.jp/curator/
早稲田大学
http://dspace.wul.waseda.ac.jp/dspace/index.jsp
北海道大学
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/index.ja.jsp

関連機関URL
JISC http://www.jisc.ac.uk/
RCUK http://www.rcuk.ac.uk/
ALPSP http://www.alpsp.org/default.htm
Royal Society http://www.royalsoc.ac.uk/

註（編集委員会）
ARL : Association of Rsearch Libraries
NIH : National Institute of Health
JISC : The Joint Information Systems Committee
RCUK : Research Councils UK
ALPSP : Association of Learned and

Professional Society Publishing

◆報 告２

HUSCAP：北海道大学学術成果コレクション

北海道大学附属図書館
杉田 茂樹

北海道大学附属図書館では，図書館蔵書コレ
クション形成の一環として，所属研究者の方々
の著作論文を中心とした電子コレクション
「HUSCAP：北海道大学学術成果コレクショ

ン」の構築を開始しました。HUSCAP は，北
海道大学の研究・教育成果物を大学が責任を持
って保存していくことと，無料オンライン公開
により収録文献の認知度を高めることを主眼と
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しています。このようなコレクションは近年，
欧米を中心に学術機関リポジトリ（Institutional
Repository）と呼ばれています。
北海道大学附属図書館では平成１６年６月から，
学術機関リポジトリの設置について検討してき
ました。同１１月に行った学内研究者アンケート
（回答率２２％）では，回答者の約９０％がオープ
ンアクセス（無料オンライン公開）の考え方に
共感を抱いており，約７０％が学術機関リポジト
リから著作文献を公開する意思があるとの結果
が得られています。これを受け，平成１７年３月
から５月までの３ヶ月間に学内限定公開で予備
的な運用実験を実施し，そこで得られた意見等
を取り入れ，同７月からHUSCAP の学外実験
公開を開始しました。
多忙な研究者の方々に，研究以外の雑事に時
間を割いてもらうことは図書館としても本意で
はありません。HUSCAP では，多くの出版社
が公開を許容している，原稿段階の論文ファイ
ルを電子メールに添付して図書館に送付しても
らうことでコンテンツの蓄積をすすめています。
今後，より手間が少なく，研究者に負担のかか
らない形で資料を提供してもらえるようなシス
テム・運用方法を引き続き検討していきたいと
考えています。
また，原稿段階のファイルが研究者の手元に
残っていないケースも少なくありません。もっ
とも，HUSCAP の主たる目的は研究者による
論文の無料オンライン公開を下支えすることに
あり，過去の研究の集大成を作り上げることが

眼目ではありません。したがって研究者の方々
へは，過去の論文もさることながらむしろ今後
の発表論文について雑誌への投稿と同時に図書
館に原稿ファイルを寄贈頂きたい旨アナウンス
しています。
Google Scholar のように，学術的コンテンツ
のみをターゲットにしたサーチエンジンが開発
・提供され始めています。エルゼビア社のサイ
ラス（Scirus）では，電子ジャーナル等と併せ
てトロント大学の学術機関リポジトリ
「TSpace」上の文献を検索することができます。
情報サービス機関のこうした取り組みは今後ま
すます活発になることが予想され，学術情報流
通の在りようは少しずつであるにせよ変化して
いくようにみえます。現在，国内でも少なから
ずの大学で学術機関リポジトリの設置が検討さ
れているようです。各大学がユニークな取り組
みを行っていくことを期待します。

◆報 告３

オープンアクセスとセルフアーカイビングについて
―エルゼビアの対応―

エルゼビア・ジャパン株式会社
高橋 昭治

１．はじめに
エルゼビアは，約１，８００誌のジャーナル，
年間約２７０，０００論文を出版する世界最大の学

術出版社である。エルゼビアの電子ジャーナ
ル・プラットフォームの ScienceDirect は，
現在約７３０万論文以上を搭載する巨大なフル
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テキスト・データベースに成長している。
本日は，商業出版社の立場から，オープン
アクセスに対する弊社の考え方と対応を，オ
ープンアクセス・ジャーナル，機関リポジト
リ，分野別リポジトリ，出版の一定期間後の
無料公開の４つに分けて説明する。
２．オープンアクセス・ジャーナル
著者が出版費用を支払うオープンアクセス
・ジャーナルに対して，エルゼビアは，長期
的また大規模には維持が困難であると考えて
いる。その最大の理由は，このモデルを採用
するジャーナルの大半が第三者機関から助成
を受けており，著者が支払っている金額が実
際の出版費用よりもはるかに少ないからであ
る。また，電子ジャーナル・システムの長期
的な維持，技術の変化に対応するためには，
新しい論文を出版するためだけの費用では困
難であると考えている。
３．機関リポジトリ
エルゼビアは，論文が出版された後，著者
が最終原稿の著者版を個人または所属機関の
ウェブサイト（機関リポジトリを含む）に掲
載することを認めている。著者版とは，Word,
TeX など著者自身が用意したファイルであ
り，ScienceDirect の PDF や HTMLを掲載す
ることは認めていない。また，エルゼビアが
提供する公式版の所在を明らかにするために，
論文の書誌情報，DOI または ScienceDirect
のジャーナルホームページへのリンクを併せ
て掲載することを求めている。
４．分野別リポジトリ
近年，研究助成機関が特定の分野別リポジ

トリに最終原稿を提供することを要請または
義務化する動きが出てきている。これは，著
者が個人または所属機関のウェブサイト以外
に掲載することを認めないエルゼビアの方針
と矛盾するため，助成機関ごとに個別に協議
し，方針を定めている。
たとえば，米国国立衛生研究所（NIH）
は，２００５年５月２日以降，NIHから助成を
受けた研究に基づく論文の最終原稿を，出版
後１２ヶ月以内に PubMed Central（PMC）に提
供することを要請している。これに対して，
エルゼビアは，著者が希望した場合に，著者
に代わってエルゼビアが PMCに最終原稿を
提出した上で，出版の１２ヶ月後に PMCに対
して一般公開する許可を与えるという対応を
とっている。
５．出版の一定期間後の無料公開
論文の出版から一定期間（たとえば１２ヶ月
後）にインターネット上で無料公開する出版
モデルで，最新情報が特に重要視されるライ
フサイエンス系ジャーナルの多くで見受けら
れる。
エルゼビアでも，ライフサイエンス分野の
トップジャーナルであるCell Press の１０タイ
トル（Cell, Neuron, Molecular Cell など）で，
１９９５年以降，かつ１２ヶ月経過した論文を無料
公開している。
６．まとめ
従来の学術ジャーナルの出版システムは数
百年にわたって効率的に機能し，科学情報の
普及に貢献してきた。インターネットの発展
に伴い，オープンアクセス・ジャーナルを初
めとする様々な出版モデルが注目を集めてい
る。エルゼビアでは，このような新しい動き
にも注意を払いつつ，従来の出版モデルを柔
軟に対応させることによって今後も科学情報
の普及に努めていきたいと考えている。
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ありがとうございました

本学教員著作等寄贈リスト
２００５／６～２００５／１０

三井徹（名誉教授）著
ブルーグラス音楽：ヒルビリー音楽概説と共に
伝承歌謡の会 １９６７．１２
（図書庫７６４．７：M６８４）

三井徹ほか共著
フォーク・ソングのすべて：バラッドからプロ
テスト・ソングまで
東亜音楽社，１９６６．８
（図書庫７６７．５５３：F６６２）

ロック音楽：汎世界的意識革命を表すもの／金
沢大学大学教育開放センター編集
金沢大学大学教育開放センター，１９７９．１０

（図書庫７６４．７：H８２７）

三井徹編註・訳
バラッド：英蘇民間伝承譚歌
伝承歌謡の会 １９６５．１
（図書庫７６７．５：B２２３）

三井徹編註
Great Britons：「イギリスを築いた人びと」／John
Dougill
北星堂書店 １９８９．１
（図書庫８３７．７：D７３２）

Oxford : A Personal Account オックスフォード物
語／John Dougill
成美堂 １９９０．２
（図書庫２９３：D７３２）

Popular Classics English Literature：英国ポピュラ
ー名作講義／by John Dougil
英宝社 １９９０．１１
（図開架８３７．７：D７３２）

Around the world in８０pages : A global tour with
personal tourguide / by J．E．Dougill
英潮社 １９９２．２
（図書庫８３７．７：D７３２）

Internationalization : Observations from the back of
Japan：日本人の「国際化」とは…．／John Dougill
朝日出出版 １９９２．４
（図開架８３７．７：D７３２）

三井徹訳
ロックンロールの時代／フィル・ハーディ，デ
イブ・ラング編
サンリオ，１９８１．６
（図書庫７６７．８：R７４２）
ブルーズメン：アメリカン・ニグロの２００年／
ロバート・ネフ，アンソニー・コナー著
ブロンズ社，１９７６．９
（図書庫７６４．７：N３８３）

藤則雄（名誉教授）著
藤則雄論文選集
（図書庫４５６：F９６１：２００１－２００４）
（図書庫４５６：F９６１：１９９７－２０００）

深川明子（名誉教授）著
美しく生きる 第２集
若草書房 ２００１．１１
（図書庫２８１．４３：U９２：２）
美しく生きる 第３集
若草書房 ２００５．３
（図書庫２８１．４３：U９２：３）
エッセイ子ども・子どもの本
石川サニーメイト ２００４．１０
（図書庫３７０．４５：F９６１）

読み手が創る物語
石川サニーメイト ２００３．３
（図書庫３７５．８：F９６１）
国語教育史の模索
石川サニーメイト ２００３．３
（図書庫３７５．８：F９６１）
仲間に・先達に支えられて
石川サニーメイト ２００３．３
（図書庫３７５．８：F９６１）
国語科授業の再生を求めて
石川サニーメイト ２００３．３
（図書庫３７５．８：F９６１）

文学教材の授業の探求
石川サニーメイト ２００３．３
（図書庫３７５．８：F９６１）

横川善正（非常勤講師）著
誰も知らないイタリアの小さなホスピス
岩波書店 ２００５．５
（図開架４９０．１５：Y５４）
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＜寄稿＞１８世紀の彩色昆虫図鑑

August Johan Rösel von Rosenhof,
De Natuurlyke Historie der Insecten.

Verrykt door den Heer C. Kleeman
「レーゼル，昆虫の自然史」

金沢大学名誉教授
板垣 英治

昨年７月に加賀藩旧蔵医学関係洋書の調査を
行った時に本書に巡り会った。正確・美麗な彩
色銅版画で約４００種の昆虫の卵から成虫までを
描き印刷されたものである。その序文から１７６５
年頃に出版されたものであることが分かった。
その印記は「加賀藩養生所医局」と「第四高等
学校医学部蔵書」であり，これは慶応３年７月
に設立された加賀藩の病院「卯辰山養生所」の
医局に架蔵されていたことを示している。過去
の関係資料を調べたところ，本書が１８世紀に出
版された書籍にも関わらず，これまでには特に
注目されずにあったようである。ところが，ド
イツ，ボンの Zoologisches Forschungsinstitut und
Museum Alexander Koenig のホームページでは，
貴重本のリストの中に「A. J. Rösel von Rosenhof」
の項があり，”De Natuurlyke Historie der Insecten"
が記載されていることから，本書はまさに「貴
重書」であると言えよう。一方，国内書の調査
では他に見られず本書は国内では唯一「金沢大
学自然科学系図書館貴重書室」にのみ完全な形
で架蔵されているものである。本書の表題頁（写
真１）は，Rösel von Rosenhof のドイツ語版
（１７４０）の著書を，C. F. C. Kleemann がオラン
ダ語に翻訳して，改訂・増補を行い，版を大き
くして，オランダの書店C. H. Bohn en de Wit,
Haarlem en Amsterdam（１７６４－１７６８）より出版
したものである。題簽には「ローセル氏虫譜，
一部八冊」と墨書されている。本書は４巻８冊
からなり，サイズ２７８×２２０mmである。本書は
何時，どの様な形で金沢に来たのかは明らかで
はないが，恐らく１８世紀に舶載本として我が国

に着き，先ず前田家に架蔵・閲覧されていたも
のが，卯辰山養生所が出来た際に，移されてい
たものと見られる。

A.J. Rosel von Rosenhof －

本著の著者は丁度３００年前の１７０５年３月３０日
にドイツArnstadt の近郊のAugstenburg にオー
ストリア系の貴族の家に生まれた。父親は早死
したために，祖母によって育てられた。祖母は
当時のArnstadt－Schwarzburg の王女であった。
祖母は彼の芸術的才能を励まし，１７２０年（１５才
の時）に彼を叔父で著名な画家であったWilhem
Rosel von Rosenhof のもとに弟子入りさせた。
四年後，彼はNurenberg に行き，Johan Daniel
Preisler のもとで画家の研鑽を続けた。１７２６年
に彼はCopenhagen にデンマーク王室を訪ねて

写真１ 本書の表題頁
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細密肖像画を描いた。彼の作品は喜ばれた。１７２８
年にドイツNurenberg への帰途の時に彼は高熱
の病に罹り，四週間Hamburg に滞在すること
になった。この間に彼はM. S. Merian の著書，
Metamorphosis Insectorum Surinamensium（１７０５）
（南米スリナムの昆虫の変態）”を目にして感
動した。彼はドイツの昆虫の同様な研究をする
ことに奮い立った。Nurenberg へ帰還後，彼は
余暇にこの地域の昆虫の研究を始めた。数年の
研究の後（１７４０）に，彼は最初の著作，Der
Monatlich Berausgegebenen Insecten Belu－
stigung"（月間昆虫誌，「昆虫の楽しみ」）を出
版した。この本には優れた昆虫の図が記載され
て高く評価された。また，彼は昆虫を系統的に
調べ，それらを種類別に分類した。今日，彼は
ドイツの「昆虫学の父」とも呼ばれている。１７５３
年にはHistoria Naturalis Ranarum Nostratium「当
地の蛙の自然史」を出版した。彼はその結果，”
the Father of Herpetological Natural History"（両
生動物の自然史学の父親）とも呼ばれるように
なった。１７５９年の初めに卒中のために体の左半
分が麻痺したために病床につき，１７５９年３月２７
日に死亡した（享年５４才）。

「昆虫の自然史」－

本書には主にRosel が昆虫の卵を採集・飼育
して正確にスケッチした図が掲載されている。
各頁の図にはRosel の署名が記入され，各図に
は詳細な説明が書かれている。昆虫図鑑として
１８世紀に出版されたものでは，最も美しく優れ
たものと評価されている。全４卷８冊には，４０
枚の刻印ポートレート，３葉の彩色口絵，３８５
葉の彩色銅版画が描かれている。１卷にはチョ
ウ類とガ類（写真２），２卷にはコガネムシ類，
カミキリ類，トンボ類，バッタ類（写真３），３
卷にはチョウ・ガ類，カゲロウ類，タガメ類が
描かれ，さらに水棲生物（エビ，ヒドラなど）
やサソリが描かれ，４卷にはチョウとガが混ざ
り，特に東・西インドの蝶など，カマキリ類，
クモ類も描かれ，索引，術語の説明からなって
いる。当時まだ学名は使用されていなかったた
めに，各昆虫のドイツ名が書かれている。
Kleemann が補遺として書いた文章は頁の下の
部分に別に記載されている。各図版には漢字で
番号が記入されており，これは金沢で挿入され
たものと推定される。我が国とヨーロッパの昆
虫は旧大陸でつながり共通の種のものが多くい
ることが，本書からも理解できる。

写真２ Page de la Reine「純潔の召使い」
幼虫はVenkel Rups「セリの芋虫」と呼ばれた。

（和名：キアゲハ）１卷の１から

写真３ Neus－Hoorn－Kever「鼻に角のある虫」
（カブトムシの近縁種）２卷の１から
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■機関リポジトリ（仮称）事業説明会を開催

平成１７年１２月から１８年１月にかけ，図書館が
中心となり構築を進めている，標記事業の説明
会を学内各部局で開催しました。
本学で創出された学
術資産を保存し，学内
外に公開する学術機関
リポジトリは，この春
からの運用を予定して
います。

■Scopus + ScienceDirect 説明会を開催

平成１７年１１月１５日（火），エルゼビア社から講
師を招き，本学で導入している標記サービスの
説明会を中央図書館と自然科学系図書館で開催
しました。
サービスの概要説明に
続き，基礎的な利用方法
の説明，講師によるデモ
ンストレーション，参加
者による実習が行われま
した。

としょかん日誌（２００５年７月～１２月）
７月７日 ライブラリ・コネクト・セミナー２００５（京都リサーチ

パーク）木下聡（図書館サービス課長）参加
７月７日 「OpenText/InfoLib ユーザ会２００５」（東京コンファレン

スセンター）内島秀樹（情報企画課課長補佐）参加
８月２４日
～２６日

電子図書館国際会議（名古屋大学）内島秀樹（情報企
画課課長補佐），村田勝俊（資料サービス係長）参加

９月６日 目録システム地域講習会（図書コース）（新潟大学）伊
藤美和（図書情報係）受講

９月２０日
～２１日

千葉大学学術成果リポジトリ公開記念シンポジウム（千
葉大学）木下聡（図書館サービス課長）出席

１０月６日 CSI 構築推進委託事業に係る説明会（学術総合センタ
ー）木下聡（図書館サービス課長），内島秀樹（情報企
画課課長補佐），岡本眞由美（総務係長）村田勝俊（資
料サービス係長）出席

１０月７日 北信越地区電子ジャーナルコンソーシアム（新潟大学）
橋洋平（雑誌情報係長），谷口貞治（自然系情報サービ
ス係長）参加

１０月１１日
～１４日

平成１７年度大学図書館職員講習会（京都大学）伊川麻
里子（雑誌情報係）参加

１０月１１日
～１４日

平成１７年度図書館等職員著作権実務講習会（国立オリ
ンピック記念青少年総合センター）守本瞬（医学情報
サービス係長）参加

１０月２５日 国公私立大学図書館協力委員会主催平成１７年度シンポ
ジウム（慶應義塾大学）橋美穂（相互利用係長）出席

１０月２８日
～２９日

国立情報学研究所設立５周年記念フォーラム（学術総
合センター）由良信道（情報部長）参加

１１月９日
～１１日

平成１７年度北信越地区国立大学図書館研修会（信州大
学）金木英代（図書情報係長），守本瞬（医学情報サー
ビス係長）参加

１１月１２日
～１９日

CaloforniaDigitalLibrary についての調査及びMIT の機
関リポジトリDSpace についての調査（米国カリフォ
ルニア大学・マサチューセッツ工科大学）内島秀樹（情
報企画課課長補佐）

１１月１５日
～１８日

平成１７年度学術情報リテラシー教育担当者研修（大阪
大学）池上佳芳里（参考調査係）参加

１１月１６日
～１７日

第１８回国立大学図書館協会シンポジウム（岡山大学）
林裕紀子（図書情報係）参加

１１月２０日
～２２日

平成１７年度 ILL システム講習会（国立情報学研究所）
橋美穂（相互利用係長）参加，中村律子（医学情報サ
ービス係）講師出席

１１月２２日 金沢大学自然科学系図書館開館記念シンポジウム
１１月２４日 平成１７年度北信越地区国立大学附属図書館事務部課長

会議（名鉄トヤマホテル）由良信道（情報部長），鈴木
太郎（情報企画課長）木下聡（図書館サービス課長）
出席

１１月２５日
～２６日

CSI 構築推進委託事業実務担当者会議（学術総合セン
ター）内島秀樹（情報企画課課長補佐）出席

１１月２９日
～３０日

情報リテラシー講習会の見学と情報交換（三重大学）
池上佳芳里（参考調査係）

１２月１日
～２日

第７回図書館総合展でリポジトリの調査（パシフィコ
横浜）内島秀樹（情報企画課課長補佐），村田勝俊（資
料サービス係長）

１２月２日 平成１７年度日本図書館協会地方講習会（三重県総合文
化センター）木下聡（図書館サービス課）参加

１２月８日
～９日

第１９回国立大学図書館協会シンポジウム（筑波大学）
谷口貞治（自然系情報サービス係長）参加

１２月２８日～１月３日 年末年始の休館
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読者の皆様からのおたよりをお待ちしております。

表題地模様�Toku Yusui（加賀友禅染絵『さやぐ，おどる』。由水十久（初代。１９１３－１９８８）は金沢出身の加賀友禅作家です。）

（工学部新年交礼会で） （中央館演習室での説明会）
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